










































本稿は、 『類雑集』 の基礎研究として、 表現機構を分析する研究の一部である。 今回は 『類雑集』 の敬語表現を取りあげ、
その様態を詳らかにする。本研究の特色は、第一に『類雑集』における敬語表現を全て掲載する点、第二 『類雑集』独自の敬語表現か 『類雑集』作者あるいは編者（以下、単に「作者」とする）の敬意の対象を明らかにする点にある。本稿では、 大正大学図書館蔵『類雑集』慶安四年版を底 とし、 引用は私に翻刻した
（８）
。引用の際は原文表記に従っ







本項では、 『類雑集』 における敬語表現を抽出する。しかし、 漢字単体では 敬語と確定できない場合が多い。例えば、
「言」には「イハク」 「ノタマハク」 「マウサク」など多様な読みがあり、 「仏」に対しては慣用的に「ノタマハク」と読む。しかし、 この読みは読者の解釈であり、 ここから作者の意識 うかがうことはできない。そのため、 「言
ノ玉ク
」 （宣ハク） 、 「知
玉フ
」 （給フ） 、 「見
上ル












以下、 巻毎に敬語表現を抜き出し、 丁数、 用例、 敬語の種類、 敬意の対象の順に整理した。用例は「
　
」内に引用した。




一般名詞を優先的に記したが、前後の文脈から固有名詞が特定できる場合には記載するよう努めた。対象が不明な場合は空白とした。なお、釈尊を指す言葉に「仏」 、 「如来」 、 世尊」 、過去世における「王」などがあるため、釈尊を指す用例はすべて 「釈尊」 と統一表記した。接頭語や敬称も敬語 採取した。書物の場合、 固有名詞で っても 「御」が敬意の手がかりとなることから採っている。また、著作者を敬って「書名＋動詞＋玉ヘリ」とする例も見受けられるため、 「書物」と書い うえで「→」以下に人名を記
さらに、 『類雑集』独自の敬語と、引用書の敬語がそのまま引かれた敬語とを区別した。出典に敬語が使用されて























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































考えられる箇所であった。文脈上「丁寧語」と判断できるものは皆無であり、 残りは「謙譲語」が三割程度、 「尊敬語」が七割程度であった。これを「敬意の対象」 、 「尊敬語」 、 「謙譲語」の項目毎にまとめると、左の表の如くになる。太字で示したのが、 人名または一般名詞である。複数の人物が含まれる場合は（
　








釈尊諸仏（うち如来）（うち菩薩）仏弟子（うち舎利弗）（うち迦葉）帝釈天閻魔王日本の神王（うち優填王）聖徳太子僧（僧（一般名詞） ）（大師 般名詞） ）（聖人 （一般名詞）（うち智顗）（うち行基）（うち貞慶）（うち日蓮）（うち日隆）（うち日道）特定不可 敬意の対象
八十三例一〇例（三例）（二例）二例（一例）（一例）一例なし十七例九例（二例）一例二十一例（一例）（二例）（一例）（二例）（一例）（一例）（九例）（三例）（一例）四例 尊敬語
三例なし（なし）（なし）なし（なし）（なし）なし一例なしなし（なし）なしなし（なし）（なし）（なし）（なし）（なし）（なし）（なし）（なし）（なし）なし 謙譲語



















『類雑集』研究では、これまで表現の分析はなされていなかった。本稿では「敬語表現」に着目し、一度全ての敬語を抽出したのち、 『類雑集』独自の敬語を特定し、 さらに敬意の対象や敬語の種類ごとに分類した。これにより、 『類雑集』の敬語を概観することが可能となり、およそ四七〇例のうち、尊敬語が七割、謙譲語が三割であること、謙譲語はほぼ出典どおりであり、尊敬語を中心に補記していること、補記は大字にせず送り仮名として振ることが確認できた。また、作者の敬意の対象として、 「釈尊」に対する敬意が半数以上を占めること、ついで「僧」 、 「日本の神」に対する敬意が続くこと、 「僧」への 二十一例中「日蓮」への敬語が九例を占め、ほかに日蓮宗関係者への敬意が四例あることを了解した。今後の課題として、今回触れられなかった「上人」 「聖人」の使い分けや、題目を敬意と捉えるか否かという問題
がある。『類雑集』において「上人」と「聖人」は混用されている。 「上人」が頻出するのは巻十であることから、各話の引用書の表記によったものとも考えられる。名称が一定しない例として、貞慶が挙げられる。巻四では「解脱聖人」であったのが、巻九では敬称もなく「貞慶」とし、さらに巻十では「解脱上人」と表記される。こうした例が意識的な使い分けであるのか、引用元の表記に従ったものである か 検討の余地がある。また、 本稿では敬語に含まなかったが、 巻八
27オ～













（1）牧野和夫 『中世説話の説話と学問』 （和泉書院、 一九九一年十二月） 。なお、 一八〇～一八一頁には、 次のようにある。
平安時代から室町末期近世初頭頃に到る各時代の成立の幅広い引書（孫引き等も考慮しなければならない）に基づく輯成である。注目すべきことは、主に小字双行の割注形式を以て示された「法華題目抄」 「開目抄」「録外曾谷抄」 「知謗法論」等の名であり、日蓮の著作類の引用が認められる点である。先に指摘した『類雑集』の刊・写本が日蓮宗内を中心に流伝していたと覚しい事実と符合して、 『類雑集』刊行時に日蓮宗関係者が関与していたことは確実となったのである。






（1）近世唱導文芸研究会「 『類雑集』翻刻［一］～［八］ 」 （ 「大正大学綜合佛教研究所年報」第三十三～第四十号、大正大学綜合佛教研究所、二〇一一年四月～二〇一八年三月）（7）『宝物集』の受容として『類雑集』を挙げる、大島薫「宝物集の生成――享受をめぐる改変の様相――」 （ 「中世文学」第四〇号、 一九九五年六月） 、 『孝子伝』との関連で『類雑集』の書名 挙げ 、 幼学の会『孝子伝注解』 （汲古書院、二〇〇三年二月） 、 三社託宣』との関連で言及する 木意知男『 『三社託宣』の研究と資料』第四章（京都女子大学研究叢刊四十九、 二〇一一年二月）がある。（1） 註
（6）に挙げた翻刻資料は、現在巻八までの発表であることから使用しなかった。
（9）「 『類雑集』表現考（二）――注記表現を中心に――」 して発表準備中。（11）「 『類雑集』引用考」として発表準備中。（11）註
（1）に同じ。一八一頁。
三二
